
ブラキムラとめぐる！仙台城下町ボヤージュ
【2026年10月6日放送分　新寺小路／二軒茶屋】

毎月第１火曜日に放送しています。歴史家で街歩きの達人・ブラキムラこと木村浩二さんと、旧城下町に88本あ
る石柱＝辻標から歴史の痕跡を探る旅です。街歩きのお供には、仙台市役所１階の市政情報センターなどで販
売中の冊子、その名もズバリ「辻標」が便利です。88本ある辻標の場所や周辺の歴史が、写真とともに分かりや
すく解説されています。

　今回の歴史散歩は、新寺通と東八番丁の大通

りが交わる変則的な交差点からスタートです。

新寺通の大通りは、江戸時代には新寺小路と呼

ばれていました。仙台の寺町といえば、元々元

寺小路でした。現在の「本町家具の街」の通りは

その一部です。

　江戸時代初期に何度か城下の拡張が行なわ

れた際、一部の寺院がこちらへ移転しました。以

来、元の寺町を元寺小路、新しいほうの寺町を

新寺小路と呼ぶようになったのです。

　私と木村さんは途中、新寺通の北側にある龍

泉院というお寺を訪ねました。西側の山門に

は、かつて北目の旧いガード近くの「六道の辻」

にあったとされる六地蔵が立ち並びます。また

境内には沢山の仏像が祀られたお堂があり、仙

台市内のあちこちに残る「千体仏」のひとつとし

て、センタイ→センダイの地名の由来となったと

言われています。

　このように、新寺小路のお寺には歴史上の人

物の墓や顕彰碑、季節ごとの植物などひとつひ

とつに見所があり、ゆっくり回るのもオススメで

す。



〈文・佐々木淳吾〉

　コーナー72本目となる今月の辻標は、新寺通

の坂（長町利府断層帯）を東に下った先にあり

ます。「新寺小路／二軒茶屋」と刻まれていま

す。幕末の頃、新寺小路沿いに「大久保』と「鹿島

（あるいは金華亭）」という二軒の茶屋があった

のが地名の由来です。　「東街道」と呼ばれた古

くからの街道に近い場所。広瀬橋に近い河原町

の五軒茶屋もそうでしたが、城下町のわずかに

外側というのが、こうした遊興施設の営業に際

したルールだったようです。


